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時間通じ,夫 塩々素化したものの比重及び塩素吸取量を調査して (第1表の如し)∴穀菌試験 に
使用した.
算 1表
番 号 分 間 紐 皮.(oC)Ⅰ 0-1_80 ■溜 分 の 此 蚤. 塩素化物 の比重 畠素 吸収 量 (形)
_∬ て181-2LO 0ー.902 ∴1.285 66_0
.# 2日～240 0.940 1.314 72∴0
皿 6- 241-270 0.962 1.312 ~ 68.0
●Ⅴ -,271.-300 0.9二77 ･1∴278 56.0
1Ⅰ 30トー 330 0.990 1.262 42.0 °
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上記 各溜分及びその塩素化して得たものに アラビヤづ 中老 同量混合し, これに水を加えて
100cc･となし,馬鈴薯寒天培養基に加えて殺菌試験を行った. ｡








俸2表 俸 Ⅰ碍 分 の 毅 菌 試 験
(Sterili血gtestoFthefirstFraction)
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.算3表 算 皿 沼 分 の 殺 菌 試 喝
(Steilizingtest,ofthesecoヮdfraction)
莱
算4表 俸Ⅱ溜 牙 の 殺 菌 試 験 .
(Sterili2ingtestofthethirdfraction)
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俸5表 俸 皿 溜 分 の 要覧菌 試 験
(Sterilil=ingtestofthefourthfraction)
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算6表 算 V溜 分 の 殺 菌 試 験
(sterilizingtest-ofthefifthfraction)
欝7表 俸 Ⅶ 溜 分 の 殺.菌 試 験
(SterilizingtestOfthesixthfraction)
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葬8表 算 Ⅶ 溜 分 の 殴 菌 試 験
(Sterilizingtestoftheseventhf-faction)
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氏 .嘩 準 匿 _(oC) 0 5 】5_ 20 40
-牧 童 (形) 56 54 55 52 4340
井上 ･西本 ｢遡 中 :･木材防腐剤に関する酢究 (第5報)
(ら)Pir!enepentachlorohydrochlorideニ〔Cl｡HlC15HCl〕
tl)
FRANKFOSTER & FR-ARYに依る方法を通庸した.即ち pinenehydrochlorideを chloro-

















菌 幕 直 径 (mm)I
P_H_C r:_0.0一1 4.0 - - - -CO5 7 7.早-
0.001 5.I - - 土-, 9.9
P上p_C ~0.01 5.5 - - - -05 66: ~土
0.001. 二5.4 - - - 8.4
Pinene 0.08 4■.4 - - 三二 】8.35 6■ 14.2 338
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演 菌 叢 直 径 (mm)
P_H-C Ltl o.ol -
0.CO5001 6.5 邑-: 4､二 ｣ ÷54 i ･∃=
P_P_C 0.01 - 士. 05 4.1R
0.001 5.34 - 士 ]6.9
Pinene 0.08 - 10.8
0.05 I4.6 - 18.1264 40.07 8
III.考 察
-})








とである.繰畳の水分は防藷する.反応温度に関しては J.M.KILMOND は反応湿度を 150と.
以下に保つ必要があるとしている.筆者等の実験に於いては加熱に依れば収率は減ずるが,全 く
冷却しな くても収率は大して差違はな く 50-69%であった.Pinenehydrochlorideの執魚
】) I;)
は FRANKFOSTER,FRARYに依 :出ま 130-131OC.であるが歴々 125OC･-の事もある.本薬剤は
1270C.を示した.
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鋲る殺菌力を見ると同時に強力な殺菌力を有する防腐剤わ作製を目的とするものである. ′J











7.Pineneilydrochloride は pineneの 16倍,Pentachlorohydrochloride は･Pinene
hydrochloridea.5店の殺菌力を有する.










rine.Subsequently,thesterilizingpowerofthe chlorinated compound ofthe
fl･aCtiっnisthemaximum ofall.
2.Thesecound(181-210OC.),thefourth(2411270OC.),andthefifthfraction
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